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○はじめに

九州森林管理局 森林技術・支援センター
は、国有林を主なフィールドとし、林業関係試
験研究機関等と連携し、低コスト造林に資す
る試験や得られた成果の普及とフォレスター
等技術者を育成するための研修を企画・運営
することで、民有林支援を行っています。 今
回、二つの取組について、ご紹介します。

○エリートツリーによる下刈回数削減の可能
性について（低コスト造林）

エリートツリーとは、成長や幹の形状等が特
に優れたものから選抜された個体です。
都城市の国有林試験地に、平成21年2月に
植栽したエリートツリー（スギ九育2-161）の平
成26年4月での平均樹高は約430cmとなり優
れた成長を見せています。（写真1）
成長の推移をみると、植栽2年目の10月時
点で樹高は150cmを越えており、周囲の雑草
木等の状況からみると、それ以降の下刈につ
いては省略可能と判断できる状況でした。雑
草木等の状況により、下刈終了の判断は地
域で異なりますが、通常の6回程度が1回～3
回で済むのではないかと期待するところで
す。

当センターでは、試験地から採穂したエリー
トツリーを育苗し、国有林に植栽し、下刈回数

削減や現地への適応性等を検証することとし
ています。
○フォレスター等技術者の育成について

フォレスターとは、長期的・広域的な視点に
立って地域の森林づくりの全体像を示すとと
もに、市町村等への技術的支援を的確に実
施する人材のことです。

そのフォレスター活動の実践に必要な技術
を補強・レベルアップするため、「実践研修」を
企画・運営しています。

今年度は、10月下旬に「一貫作業システムと低
コスト再造林」をテーマとして、県・国の職員43
名が参加し宮崎市内で実施しました。
概要は、各県及び国有林等で取り組んでいる
低コスト造林について発表・意見交換を行い情
報を共有しました。
次に、植付時期を選ばないことから、一貫作
業システムでの植栽に適したコンテナ苗の育
苗技術等について長倉樹苗園において、また
一貫作業システムにより再造林された現場に
ついて宮崎森林管理署管内において現地検討
を行いました。
最後に、これらを踏まえて低コスト再造林の
今後の課題とその解決策をとりまとめ発表・意
見交換を行いました。（写真２）
こうした取組等を通じて、引き続き民有林支
援を行って参りますので、今後ともよろしくお願
い致します。
森林技術・支援センター所長 古市 真二郎写真１ ：エリートツリー成長の様子

写真２ ：現地検討とりまとめ発表の様子

森林技術・支援センターの取組



平成26年度技術開発課題完了報告の概要

○スギ及びヒノキの系統別の挿し木苗と実生苗による成長比較試験

○高性能林業機械・コンテナ苗を活用した低コスト育林に向けた実証試験

植付から保育（下刈）に係る作業について、
コンテナ苗及び高性能林業機械を活用した植
栽及び下刈の低コスト化に向けた実証試験を
実施しました。

当センターでは、11課題の技術開発に取り組み、そのうち6課題について
試験完了したので、その概要を報告します。

スギ（8系統）、ヒノキ（25系統）について、同一立
地条件下、同一系統で挿し木苗及び実生苗を植

栽し、成長の違いについて調査・分析しました。

（調査最終年次はスギ15年生、ヒノキ14年生）

【とりまとめ】

スギについては、実生苗の方が成長良好な傾向、

しかし、挿し木苗の方が個体差が小さいことに加え、

根曲がりも少ない傾向が見られた。

ヒノキについては、実生苗の方がほぼ全ての系統

において成長が良好であり、根曲がり・幹曲がりにつ

いては明確な差は見られなかった。

【とりまとめ】

自動耕耘植付機では、苗木を送る装置での
苗の詰まりや埋没枝条による耕耘の阻害、立
乗型刈払機では窪地等の傾斜変化や伐根へ
の適用に対し不具合もあり、実用化に向けた
課題の把握ができたことで、現在、森林総合研
究所において改良中とのこと。

コンテナ苗について、当試験地においては
従来の裸苗と比べ成長量等は同等程度であ
り、植付時期が春と秋に限定されないという利
点から、伐採後すぐに植付を行う一貫作業シス
テムでは重要なツールとなることが期待され
る。

スギ：13年生時

ヒノキ：14年生時

実
生

実
生

挿
し
木

容量別・培地別の樹高の推移（タノアカ）

左：自動耕耘植付機、右：立乗型刈払機（森林総合研究所より）



○エリートツリーコンテナ苗と下刈等省力化の実証試験

【とりまとめ】

樹高成長量において、在来種とエリートツリーに、現段階で顕著な差は見

られていない。これは、植付時の苗木の差（在来種の苗木が根元直径、苗
高ともに大きい）が原因の一つと考えられる。

樹高成長率でみるとエリートツリーの成長が良い傾向が見られる。

下刈回数削減については、２成長期を過ぎた現段階で判断できないため
成長調査等を継続します。

初期成長の早いエ

リートツリー（コンテナ
苗）を植栽し、下刈等
省力による造林の低コ
スト化を検証しました。

（比較用に在来種、精
英樹も植栽）

平成25年2月植付
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○人工林から育成複層林（天然林型）へ誘導する施業技術の確立

人工林から天然林へ誘導する際の手
法を確立するため、27年生スギ人工林を
帯状に伐採し、伐採幅（6m、8m、10m）
や斜面の向き（北向、南向）などが異なる
プロットにおいて、下層植生の成長や個
体数などについて調査・分析した。

平成18年 伐採時の状況 平成24年の状況 【とりまとめ】
伐採幅が広いほど木本類の発生本数が多くなる

傾向、斜面向きによる有意な差は見られなかった。
伐採5年後の極相種の平均樹高は伐採幅が広い

ほど大きく、南向き斜面でより良好な成長を示した。
極相種の発生が豊富に見られた理由は、前生樹

が豊富に生育していたことや、保護樹帯との距離が
10～40mと近いこと等が考えられた。
施業指標として
①〔伐採前〕 有用広葉樹等の前生樹を極力保残す
る。（伐採後の極相種の侵入は困難）
②〔伐採時〕 保護樹帯に近いところから小規模に伐
採し、保護樹帯等からの極相種の種子供給を促す。
③〔伐採後〕 先駆種を早めに除伐し、極相種の成
長を早める。

木本類発生本数



○温暖帯有用広葉樹人工林施業体系の確立（展示林等の造成）

有用広葉樹及び特用樹を植栽し、人

工造林としての適性や施業体系につい
て、調査・分析するとともに、暖温帯有用
広葉樹等の展示林として整備する。

【とりまとめ】
郷土樹種と呼ばれる地域を代表する樹

種や植栽地周辺に自生している樹種を植
栽することが気象害や病虫害に対しても
適応性が高く、有効な暖温帯有用広葉樹
人工林の造成に適していると考えられる。
植栽樹種の特性及び成長等について、

「広葉樹展示林図鑑」（83樹種）としてとり
まとめ、展示林として整備しました。

広葉樹展示林図鑑（郷土樹種の一例：イチイガシ）

展示林の遠望の様子



○生物多様性保全等のためのニホンジカの効果的・効率的捕獲手法の開
発・実証

ニホンジカによる森林被害の軽減を図るため、森林被害の実態調査及び行動パターン調査等を行
いニホンジカの習性を把握し、効果的・効率的な捕獲手交等の開発・実証試験を行いました。

【委託調査による主なとりまとめ】

ニホンジカの行動パターンを以下の4つの移動型としてとりまとめ、平坦地及び移動経路での捕獲
が有効とされている。

また、くくり罠での有効な捕獲手法として、数箇所の捕獲エリアを設け、エリア内の小移動とエリア

間の大移動を繰り返す「輪番移動式捕獲法」により、こまめな罠の確認が誤作動の防止等にもつな
がり有効とされている。

【森林技術・支援センターによる主なとりまとめ】

通常の鋼製箱罠と比較し、安い、設置が早い、軽い「巾着式あみはこわな」の試作・改良を行い、普及

に取り組んだ。（平成26年度においても12地域からの要請によりわな実演等のキャラバンを実施）

シカ被害防止のための造林地林縁への伐採木等の枝条積については、造林地全体をとり囲むには
枝条の量が不足すると思われること、また、枝条の腐朽による沈下箇所からシカの侵入が見られたこと
から、枝条が十分に確保できない箇所はシカネットの設置が必要と考えられる。シカネットを張る際に、
立木が利用できる箇所は、支柱の材料費等の削減が期待される。

巾着式あみはこわな 枝条積にネット組み合わせ


